






研究目的 

新生児の大脳白質出血はしばしば超音波断層法(US),computed tomography(CT)あるいは剖

検によって診断される。しかし,大脳白質深部にみられる脳室周囲白質出血の中には,扇状

の静脈梗塞型の出血,軟化巣中への 2次的出血,脳うっ血に伴う点状出血などがある。なか

でも,脳室内出血(IVH)をきたす白質出血は脳室周囲に静脈性梗塞型を呈していることが多

い。一方,未熟児の脳室内出血が高度であると,脳室周囲白質へ波及することがある。本研

究では脳室周囲白質出血を病理学的に分類し,その発生機転を検討した。 


